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- 船橋市海老川地域における生活の提案 -
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LIVING PROPOSAL IN FUNABASHI-SHI EBI RIVER AREA 
武藤義宏
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法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
　People gather and live. However, collective housing only gathers and lives, and gathering itself has no 
meaning. I think that livelihood is necessary for people to live together. There is a fisherman's town which 
has been continuing since long ago in Funabashi-shi EBI river area. Here the living industry has made a 
living and connected people. I propose to gather and live here throughout livelihood.
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0. はじめに
1. 調査
2. 方針
〈漁師町の現状〉
　人が集まって生活する風景に興味がある。しかし集合
住宅は集まって住むことの質の高さを求めるのではなく、
量的な意味での『集合』住宅である。この住まい方は地
域としての個性に欠き、集合して住まうことの利点を活
かしきれていないと感じる。日本は成長時代を終え成熟
時代へと移り変わり、住戸の量を供給するのではなく、
住まうことに対して質の高め方を追求することにシフト
している。では、集まって住まう事が息づいている地域
はどこにあり、どのような住まい方をしているのか。船
橋市海老川地域に江戸から続く漁業地域を見つけた。こ
の地域は漁業という生業を通じて地域がつながっている。
しかしながら、個人商店や漁業の生業が息づく地域も、
時間の流れとともに高層建築の商業施設やマンションに
取って代わってきており、集落には空き家が増えた。漁
業の担い手となる漁師の数は減少しており、船橋市から
も助成金や後継者の受け入れに力を注ぎ始めている。こ
の地域を通じて成熟時代に求められる建築、衰退する地
域の生活に何が出来るかを模索する。生業を消さずに継
承させ、地域のコミュニティを継続することを提案する。
　調査では、海老川集落の歴史の変遷に焦点をあてて研
究したうえで、現状の問題を解決する意味合いを探る。
　船橋市の海老川は、船橋という地名の由来になったほ
ど、この地域の顔となる存在であった。江戸時代、徳川
将軍家に魚介類を納める「御菜浦（おさいのうら）」とさ
れた伝統ある船橋の漁業は、近年は高齢化などで後継者
不足が深刻になっている。同市漁協の組合員は 1974 〜
76 年度の 1233 人をピークに減少が続き、2015 年は 160
人まで減る。平均年齢も 2015 年度には 69.7 歳と高齢化
が進んでいる。漁業権が絡むため、かつては関係者以外、
組合員にはしなかったが、危機感から 2015 年、新規の組
合員の受け入れを始め、船橋市は新たに漁業を始めたい
人が漁船などを用意するために支援策をまとめた。新た
に「漁業を始めたい」と漁協に申し出る人も出てきている。
　本計画では上記の現状を踏まえた上で、衰退する海老
川地域の集落の生活と生業を絶やさず継続させることを
目的とする。
　旧漁師町は海岸線の埋め立てとともに、現漁師町へと
移り変わっていった。当時この地域は活発に開発が進み、
漁師の組合員もピークに達するが、開発が一段落すると
ともに漁師の数は減少の一途をたどっている。海岸の開
発によって整備された漁港が出来たが、生業と町の関係
は遠のいてしまったのである。町と海が遠くなったこと
　海老川集落の生活と生業を継続させる拠点として、海
岸線の埋め立て前に最も活発であり、漁師が多く住んで
いた場所を対象敷地として選定し、その土地のコンテク
ストを調査した上で設計の構想・方針を示す。
で、生業を通した集落の交流は減少していった。そして、
開発された海岸線近くの現漁師町には、生業との連続性
のない宅地開発によって漁業とは関係のない住民が多く
住まうようになっていった。そのため現在の漁港の組合
員はばらばらの地域に住まい、漁港に仕事に来ている。
　海老川に対して短冊状に伸びる地割りが残る旧漁師町
に計画範囲を設定し、その軸線上に生業の場と生活空間
を表裏一体に計画し、水辺と生業と人々の生活を建築に
よって紡いでいく。
　設計では基本的な場所の概念を示し、建築の構成や形
態操作をダイアグラムや図面を用いて設計の詳細を示す。
繋ぐ唯一の要素である。かつてこの場所が生業の中心で
あり町の顔となっていた。その要素は今後も引き継ぐべ
き地域のコンテキストだと考える。地割りに対して並行
の短冊状の建築を計画する。
②水辺に近い生活を取り戻す海老川へのキャンチ空間
　①で示した短冊状に伸びる建築の 2 階部分をキャンチ
させることで水辺に対して近い空間にする。敷地から飛
び出すキャンチ空間は単に水辺に近い生活を作るだけで
はなく、海老川と敷地の間に位置する路上の空間をピロ
ティ化する。このことにより、外部を利用する人と水辺、
敷地の距離を近づける。町の人は単に水辺の近くを移動
するのではなく、空間を体験しながら移動することにな
り、建築と人の距離が近づく。
③短冊を繋ぐ表裏一体の空間
　短冊状の建築に生まれる余白は昔の漁師道を作り出す。
更に隣り合う建築同士を繋げる渡り廊下を設ける。この
空間は短冊状に並ぶ建築に一体感をもたらし、物理的に
だけではなく、生業との距離を近づけることで町に連続
性をもたらす。
　本設計では①地割り、②水辺との連続性、③生業と生
活の距離感、の３つを考慮しながら計画する。
①地割りを継承する短冊状の建築
　敷地の地割りは江戸時代から続く集落の生業の歴史を
生業：船着き場、荷降ろし場、市場、直売店、体験教室、
海苔を干す場所
生活：住宅、釣り堀、共同キッチン、宿泊施設、散歩道
　本研究を進めるにあたり、渡辺真理教授には多くの時
間を割いて指導して頂いたことに感謝申し上げます。ま
た、副査として指導して頂いた陣内秀信教授、下吹越　
武人教授ならびに、修士設計のエスキスを担当して頂い
た飯田善彦先生にも大変貴重な時間を割いて頂けたこと
で、本設計を成し遂げることが出来たと感じています。
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①昔からの漁師道を利用する。 ②建物をキャンチさせ、水と距離の近い生活を作る。
③周辺の住民の人も訪れやすいゾーニングする。 ④生業と生活、水辺との距離を近づける。　
